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論 文 内 容 の 要 旨

松生拾氏の学位申請論文は, 1963年から1965年にかけて申請者自身が行なった東部インド洋, 北太平洋

および南極洋についての観測から, それらの海域の海洋光学的な特性を論じたものである｡

主な観測は, 各海域観測点における水深140mまでの下向きならびに上向きの波長帯別照度(Irradiance)

と, 全航海を通しての日射量, 雲量, 雲形および太陽正面の雲の観測である｡ 申請者はまず §2にそれら

の観測に用いた測器と観測法を記述 し, さらに海域特性の解析手段として用 い る各波長帯別相対照度

(RelativeIrradiance), 消散係数 (AttenuationCoe瓜cient)ならびに反射率 (Reflectance)の導出の手

続きについて詳しく述べている｡ とくに, 消散係数は, 太陽光度の影響を近似的に除くために, 直射光の

屈折光路に沿う量としてとられており, 波長帯は Blue,Greenおよび Amberフィルターによって三波

長帯に分けられている｡

§3から §5はそれぞれ東部インド洋, 北太平洋および南極洋における観測に基づいた解析の結果を示

したものである｡ ここで申請者は, 海域あるいは海洋の光学的特性を与える量として, 波長帯別の消散係

敬, 反射率ならびに波長帯別相対照度の相互比および反射率についての同様な相互比をとりあげ, それぞ

れの観測海域について, それらの量の空間的な分布状況とその意味とについて詳細に論じているが, それ

らの結果をやや抽象的な形に要約して示すと次のようである｡ すなわち, (1)まず, それらの光学的諸量

の空間的な分布状況は通常の海洋観測から推定される流動構造と大局的によく対応していて, 海域は光学

的にも異なった水塊構造をしていることが認められる｡ (2) さらにこれに関連して, 明らかな潮境や湧昇

域には, 光学的にもとくにいちじるしい特異性が認められる｡ (3) また, それらの大局的な水塊構造の内

部や境界域にみられる光学的な特異性には, なお一般的に結論することはできないが, セス トンやクロロ

フィル αの分布と関連するらしくみえるものがある｡ (4) さらに一方, 大きく一つの海域全体としての

傾向をとって他の海域と比較してみても, それらの諸量, とくに波長帯別相対照度や反射率の相互比の挙

動には, 海域によって明らかな差があり, いわば海洋毎の固有な光学的特性のようなものの存在すること
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が認められる｡

一方, 申請者はさらに各海域における海中の太陽エネルギーーの絶対量分布を知る目的で, まず全航海を

通しての口射最や雲量等の観測を整理して, 大気の透過率と太陽高度および雲量とを結びつける新たな経

験式を導き, これによって計算した 65oS から65oN にいたる海面可能到達日射量と実到達日射量の月別

分布を, その結果の妥当性に関する詳細な検討とともに§6に示している｡ ついで申請者は, この結果を

§3- §5で得た各海域の平均的な光学的特性と結びつけ, 各海域の海中に入って分布する太陽エネルギ

ー量の算定を §7に示し, 海洋生産力的な立場との関連で, 仮に光合成による一次生産の範囲を51y/day

迄の海洋表層部であるとすると, その厚さの比は, インド洋赤道海域, 北太平洋黒潮海域, 亜南極海域お

よび南極収欽線以南海域に対して, 年平均でほぼ 100:75:50:20であると結論している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

この学位申請論文にみられる申請者の研究は, いわゆる海洋光学の分野に属するものである｡ この分野

の研究の歴史はかなり古く, 光電池の導入によってその急速な進歩が始まったのも1920年の頃である｡ し

かし, 生物活動と関連の深い沿岸海域は別として, 一般に外洋の光学的特性は海域によってそれ程大きな

差はないと考えられていて, 従来のこの方面の研究は主としていわゆる散乱理論の適用可能性というよう

な観点からの研究に終始していた感があり, わずかにJerlov(1963)が懸濁物質の差による海域差の存在

を主張していたに過ぎなかった｡ 申請者はちょうどこれと同じ時期に同じ考えから, 東部インド洋, 北太

平洋, 南極洋にわたる広範な観測を行なうことによって, 現実に海域によって非常に大きな差のあること

を実証的に示した｡ この申請論文はその成果の詳細をとりまとめて示したものである｡

申請者はまず, Blue,Greenおよび Amberフィルターによって波長帯別に測定される下向きならび

に上向きの照度の観測値から計算によって導き出される波長帯別の消散係数, 反射率ならびに波長帯別相

対照度の相互比および反射率についての同様な相互比を, 海域あるいは海洋の光学的特性を示す量として

とりあげ, 各観測海域でのこれらの量の空間的分布と海域毎の平均的な傾向について詳細な検討を行ない,

多くの興味ある事実を明らかにしたが, それらを大局的な立場から要約すると次のようである｡ (1) 海域

毎の平均的な傾向では, とくに波長帯別相対照度や反射率の相互比の挙動に明らかな海域差があり, この

意味でいわば海洋毎に固有な光学的特性が存在する｡ (2) 一方, 各海域でのそれら光学的特性諸量の空間

的分布をみると, 通常の海洋観測から推定される流動構造と大局的によく対応していて, 水塊毎に光学的

特性も異なることが認められる｡ なおこれと関連して, 明らかな潮境や湧昇域には, 光学的にもとくにい

ちじるしい特異性が認められる｡ (3) また, それらの大局的な水塊構造の内部や境界域にみられる光学的

な特異性には, セス トンやクロロフィルαの分布と関連するらしくみえるものがある｡ 申請者が示したこ

れらの結果は, その量と質からいって, 他に額のないものであり, この分野の研究進展の現段階にとって,

いずれもきわめて貴重なものである｡

さらに申請者は, 絶対量としてどれ位の太陽エネルギーが各海域の海中に供給されているのかを知るた

めに, まず従来主として陸上の観測に基づいて研究されてきた到達日射量の種々の算出式は必ずしも相互

によく一致しないことを考慮して, 申請者自身が行なった全航海を通しての日射量や雲量等の観測から,
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大気の透過率と太陽高度および雲量との間の新たな経験式を導き, これによって65oSから65oN にいた

る海面到達日射量の月別分布を計算し, さらにこれを各海域の平均的な光学的特性と結びつけて, 各海域

の海中に入って分布する太陽エネルギーの量を計算している｡ その結果, たとえば海洋生産力的な観点で,

仮に光合成による一次生産の範囲を 51y/day迄の海洋表層部であるとすると, その厚さの比は, インド

洋赤道海域, 北太平洋黒潮海域, 亜南極海域および南極収欽線以南海域に対して, 年平均でおよそ 100:

75:50:20であることなどを示している｡ これは, 現在のところなお一つの試みに過ぎないが, それらの

結果は十分評価に価するものと認められる｡

以上, 本申請論文は, この分野に多くの新しい知見を付け加えたものであり, この分野の今後の研究の

発展に大きく寄与するものと考えられる｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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